
マスクのルールが変わりました

足型をとってペンギンにしたり、スタンプを押してジュースの型を作った
りして、オリジナルの提灯を作りました。足型をとる作業に夢中の子ども
たちでした。

■ ご利用者のマスクについて

受診する時にはマスクが必要です

ご利用者が着用するマスクの準備は引
き続き、お願いいたします。

テレビでスポーツ観戦したり、習字をしたり、ユニット前のソファで職員
と一緒にくつろいだり…いつも通りの優しいひとときです。

レクリエーションのクラフト教室で「花火」を作りました。紙コップに切
り込みを入れて好きな色の絵の具で黒い画用紙にスタンプ！一色にしたり、
色とりどりにしたり、いろいろな花火が完成しました。作品は使用した紙
コップと一緒に、食堂に飾ってあります。

６年ぶりに職員懇親会
を開催。お互いの国の
ことを聞いて交流する
機会にもなりました。
初めてのビンゴ大会も
大盛況でした！

LINEやポスターでお知らせしました通り、8月1日よりマスク着用の
ルールが変わりました。これまで、面会の緩和やマスク着用につい
て、たくさん協議してきました。「高齢者の健康を守る」対応はも
ちろんとても大切なことです。

よさこいや屋台、花火など楽しいことがたくさんの夏祭りごっこ。みんな
で満喫して、笑顔の一日となりました。

思い切って、マスク着用のルール緩和に踏み切ることにしました。
まだ始まったばかりですが、口元が見えるだけで、ご利用者や職
員同士のコミュニケーションも以前より良好になったように感じ
ます。そして不思議と笑顔も多くなった気もしています。

しかしながら、面会に来られるご
家族や友人、いつも近くにいる職
員の顔、表情がわからず、このま
ま暮らし続けていただくことも、
とても切なく寂しい気持ちでおり
ました。いっぷくでは、標準予防
策（感染症に対する基本的な対
策）の知識と技術があります。


